
東京大学では、2025年10月に、浮体式
洋上風力エネルギーと関連技術の研究開
発を深化・加速し、カーボンニュートラ
ルでレジリエントな社会の実現に貢献す
るため本機構を設立しました。ここでは、
アジア太平洋地域の厳しい風況海況環境
下で効率的に安定して長期間稼働可能な
浮体式洋上風力発電システム（日本モデ
ル）の実現を目指し、高度専門人材も育
てます。

本シンポジウムでは、この分野の課題と、
課題克服に向けた本機構の役割、国内外
の連携・協力について明らかにしていき
ます。

13:00～13:20 主催者挨拶 藤井 輝夫 東京大学総長
伊藤 耕一 東京大学 大学院新領域創成科学研究科長

舟木 浩 内閣府総合海洋政策推進事務局長13:20～13:30 来賓挨拶

貞森 恵祐 IEAエネルギー市場・安全保障局長
福岡 功慶 経産省資エネ庁風力事業推進室長
髙野 明 国交省港湾局海洋利用開発室長
寺崎 正勝 FLOWRA理事長
野口 哲史 FLOWCON理事長

13:30～14:10 祝辞

14:10～14:30 機構の概要とビジョン 佐藤 徹 UT-FloWIND機構長

UT-FloWIND教員ら14:30～15:30 機構の活動の柱

15:30～15:45 休憩・コーヒーブレイク

15:45～17:10 パネルディスカッション

「日本が挑戦すべき課題、機構の役割、
   目指す産学官連携・国際連携・高度人材育成」

17:30～19:00 ネットワーキング

主催： 東京大学、UT-FloWIND 共催：東京大学 大学院新領域創成科学研究科
協賛： 浮体式洋上風力技術研究組合（FLOWRA）、浮体式洋上風力建設システム技術研究組合（FLOWCON）、他
後援： 国立研究開発法人海洋研究開発機構、国立研究開発法人海上･港湾･航空技術研究所、他

〈開催趣旨〉 〈プログラム〉

2026.5.11 月
13:00～17:20 シンポジウム

17:30～19:00 ネットワーキング

～タフで、優しく、頼れる洋上風力エネルギーを創出する～

〈会場〉東京大学 伊藤国際学術研究センター 謝恩ホール

ネットワーキング 会場：東京大学 伊藤国際学術研究センター 多目的スペース／参加費：1,000円>>>

ハイブリッド
開催

現地＋
オンライン

シンポジウム

参加費
無料

※内容詳細はWebページをご確認ください。

［本郷キャンパス内］東京都文京区本郷7-3-1 赤門すぐ隣  ※会場詳細はWebページをご確認ください。

〈Webページ〉

以下のGoogleフォームから
お申し込みください。

〈参加申込み〉
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